
中村弥六と王大楨
片倉芳和



昭和3年（1928年）9月23日、於神奈川、国府津



•中村氏自宅ニ中華民国特使トシテ来朝セル王大
楨夫妻ト其ノ慰安ノタメ訪問セル時ノ記念

•中村氏夫妻殊ノ外喜ベリ

•向テ右□ハ中村氏令孫婿下田文一氏
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中村弥六、74歳（森下正夫『中村弥六物語』）



特ニ王大楨君ヘよろしく 啓上
昭和4年（1929年）4月12日



王大楨（1893～1946）
1928年5月3日済南事件
勃発すると7月～11月国
民政府特使として来日。
写真出典（花村一平
『中国革命の舞台裏；
北京宮元公館』1973年、
原書房）



国民政府特派使節 王大楨「新しき
中華民国の建設と日支両国の関係」
（『支那研究』昭和５年（1930年）
慶應義塾望月基金支那研究会編）、
日本滞在中この他に６編の論文や論
説を発表現在国会図書館のデジタル
サービスを利用して読むことが出来
る。王大楨の昭和3年（1928年）国
民政府特派使節としての目的と日本
での行動については『王芃生先生紀
念集』（卲毓麟著、1973、台北：文
海出版社、1973）で王芃生として書
いている。



「王芃生紀念集」卲毓麟著、
1973年、文海出版社





昭和3年（1928年）7月26日
（「大毎」）支那国民政府外
交部長王正廷氏の片腕といは
れる王大楨氏は25日午後5時
半神戸経由上海から横浜入港
のエンプレス・オブ・エシャ
号で夫人同伴来朝した、



陳固亭「王芃生先生的生平及其著述」





昭和3年（1928年）10月17日、東京中野寿々喜

• 民国観戦武官 日本人
• 王右□（一字不明瑜?）将軍 頭山満
• 林振雄将軍（日本陸士10期卒） 小山邦太郎
• 代議士
• 1930年（昭和５年）黄埔軍校
• 教育長として梅屋の孫文銅像
• 贈呈を迎える。
• 胡旗三将軍
• 熊斌将軍（軍事委員会委員）
• 馬伯援（元留日支那学生監督）



国父銅像於民国十八年（1929年）三月四日運抵上海 国父銅像運抵南京與歓迎者
合影王芃生先生接宴於功徳林餐廰致謝護送者 （中立者為王芃生先生）



王芃生先生任駐日大使館参事
時與夫人鐘賢英女士合影（民
国25年）（1936年）、（駐日
大使 許世英）（1936年2月
～11月東京在任）（1928年来
日時の前夫人とは1932年離婚
し米ウエルズリー大学出身の
鍾と再婚。）



「王大楨と周恩来・毛沢東」（戸叶武『政治は足跡をもって描く芸術であ
る』1988年、戸叶武遺稿集出版会）



王大楨は終戦後蒋介石の命令で上海に走り、在留日本人代表の岡崎嘉平太、内山完造
らと会談し、日本に親切をこめた解決を行ったが、前述のように終戦前後の過労のた
め心臓を冒され飛行機の中で病死した。彼は治外法権撤廃、不平等条約の撤廃をめざ
し、中国の陸奥宗光たろうとの念願に生きたが、その悲願は遂に虚しかった。



黄興と萱野長友（1911年10月、武漢で辛亥革命が勃発すると、萱野は
前線に駆けつけ 総司令黄興と起居を共にして補佐にあたった。）



孫文
1924年11月30日、
神戸オリエンタルホテル

11月28日
「大アジア主義」講演行う
神戸高等女学校



上海「申報」中華民国22年(1933年)１月１１日「日本有識人士
反対軍閥暴行 梅屋荘吉来電声明」



外交史料館文書「昭和８年１月１３日、長崎県知事鈴木信太郎より
外務大臣内田康哉等宛報告」「日本有識人士軍閥暴行ニ反対ス

梅屋荘吉来電ヲ寄セ声明ス」





昭和8年3月２日「報知新聞」



奉安大典 参加日人 被招待者七十餘名（1929年5月）



前列右から古島一雄、犬養毅、
頭山満、萱野長知、２列目中列、
黄興の息子、娘、後列に犬養毅
の息子犬養健、昭和４年6月
（慰霊祭出席者、南京の黄一欧
（黄興の息子邸にて）



「萱野長知より中村弥六あて書簡
――1911年11月」は「辛亥革命研
究第3号」（1983・３）久保田文次
は「説明」で「萱野のこの書簡は、
中村の弁明や梅屋の同情を裏書す
るものといえよう。」と中村弥六
について述べている。



孫中山真蹟「萱野よりの電報は
確かに請取りたり感謝す孫文」
（米国シカゴ大塚太郎転交とし
て中山先生の帰来を懇請した。
此の大塚は著者の親戚にて米国
に居住すること数十年、曾て中
山を紹介して秘密に与りたるこ
とあり故に中山の居所を知り居
れり。）萱野長友『中華民国革
命秘笈』。辛亥革命1911年勃発
時、中村弥六は衆議院議員。
（1回∼7回選挙当選、8,9回立候
補せず、10回当選（1908∼12年
議員）11回立候補せず、13回
（大正6年4月次点、小川平吉に
敗北次点）森下正夫『中村弥六
物語』



孫文の香港到着を歓迎する
人びと（1911年12月21日デ
ンバー号で）前列左から
ホーマー・リー、山田純三
郎、胡漢民、孫文、陳少白、
何天炯、後列左から6番目
宮崎滔天、（写真右上、
（日本から）頭山満らの革
命救援組織が送った「革命
軍へ派遣された救療班」
（「孫文と横浜」展、1989
年、有隣堂）


